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新
庁
舎
活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
24
万
ト
ン

市
内
で
感
染
者
拡
大
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九
州
へ
上
陸
。
農
家
の
庭
に
は

柿
が
枝
も
た
わ
わ
に
実
を
付
け
蒼

い
竹
の
青
々
し
い
風
景
に
目
を
奪

わ
れ
る
。
目
指
す
は
佐
賀
県
唐
津

市
名
護
屋
城
跡
、
豊
臣
秀
吉
が
中

国
朝
鮮
侵
略
の
為
に
築
い
た
城
で
、
周
り

に
は
全
国
か
ら
参
集
し
た
大
名
の
陣
屋
が

建
ち
20

万
人
を
超
え
る
城
下
町
と
な
っ
た
。

何
十
万
も
の
兵
が
渡
海
、
罪
の
無
い
人
々

を
大
量
に
殺
戮
。
撤
退
し
た
が
長
年
に
渡

り
培
わ
れ
た
友
好
関
係
は
断
絶
。
酷
い
事

を
し
た
も
の
だ
▼
元
気
な
内
に
行
き
た

い
！
念
願
だ
っ
た
長
崎
平
和
公
園
。
平
和

祈
念
像
に
手
を
合
わ
せ
る
。
長
崎
原
爆
資

料
館
入
口
に
11

時
２
分
で
止
ま
っ
た
柱
時

計
、
資
料
館
中
央
に
焼
け
爛
れ
た
小
さ
な

三
輪
車
が
涙
を
誘
う
。
そ
の
周
り
に
小
学

校
の
修
学
旅
行
生
達
が
真
剣
な
眼
差
し
で

写
生
し
て
い
る
。
一
発
の
原
子
爆
弾
が
長

崎
上
空
で
爆
発
一
瞬
に
し
て
７
万
人
も
の

人
々
が
焼
き
殺
さ
れ
た
原
爆
直
後
の
街
の

惨
状
が
再
現
。
そ
の
破
壊
力
凄
惨
さ
に
怒

り
涙
が
溢
れ
る
。
被
爆
76

年
の
昨
年
、
長

崎
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
は
被
爆
の
記

憶
を
後
世
に
伝
え
る
為
「
未
来
を
つ
な
ぐ

令
和
原
爆
の
絵
」
と
題
し
て
原
爆
に
被
爆

し
た
方
、
原
爆
を
目
撃
し
た
人
し
か
描
く

事
が
で
き
な
い
「
原
爆
の
絵
」
を
集
め
原

爆
資
料
館
に
展
示
、
そ
の
一
部
が
展
示
さ

れ
て
い
た
。
平
和
記
念
像
の
前
で
小
学
校

の
修
学
旅
行
生
徒
が
平
和
授
業
を
受
け
て

い
た
「
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
此
の
現
実
を
。

焼
か
れ
『
水
が
欲
し
い
』
と
言
い
な
が
ら

亡
く
な
っ
た
多
く
の
人
の
事
を
、
何
も
罪

の
な
い
人
達
が
焼
か
れ
亡
く
な
っ
た
事
を
、

こ
の
事
実
を
忘
れ
ず
に
心
に
刻
ん
で
生
き

て
下
さ
い
。」
と
の
訴
え
に
『
ハ
イ
‼️
』
と

応
え
る
生
徒
達
の
大
き
な
声
が
高
く
青
い

秋
空
に
響
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ス
リ
ー
ト
爺

　

毎
日
、
雪
が
降
り
続
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
は
除
雪
で
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
湿
っ
た
雪
で
重
い
上
、
市
の
除
雪
車
の
置
き
雪
は
大
き
な
山

と
な
り
、
家
庭
用
除
雪
機
で
も
除
雪
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
ま
た
、

車
道
が
狭
く
１
車
線
に
な
り
、
雪
山
は
背
を
超
え
て
見
通
し
が
悪
く

危
険
な
状
況
で
し
た
。

　

17

日
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
市
に
早
急
に
排
雪
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
、
市
は
バ
ス
路
線
な
ど
で
は
ば
出
し
や
排
雪
を
始
め
て
い
る
。
今

年
は
市
内
全
域
で
排
雪
す
る
計
画
で
、
準
備
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

除
雪
に
た
ず
さ
わ
る
皆
さ
ん
は
真
っ
暗
な
う
ち
か
ら
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
雪
が
続
い
て
気
持
ち
も
張
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
う
か
、
安

全
作
業
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
、
車
道
を
歩
く
歩
行
者
。

安
全
運
転
を
心
が
け
て
、
余
裕
を
持
っ
た
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
雪
は
、
い
つ
も
よ
り
屋
根
か
ら
落
雪
が
し
や
す
い
で
す
。
屋

根
の
下
に
は
行
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
的
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
が

拡
大
す
る
中
、
網
走
市
で
は

18
日
現
在
、
30
名
の
感
染
が

確
認

（
公
表
分
）
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
京
農
大
で
は
野
球
部
寮

（
潮
見
２
）
で
20
人
の
ク
ラ
ス

タ
ー
、
野
球
部
以
外
で
９
人
、

合
計
29
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

症
状
は
軽
症
・
無
症
状
で
、

病
院
・
宿
泊
施
設
・
自
宅
ア

パ
ー
ト
で
療
養
中
で
す
。

　

ま
た
、
南
小
教
職
員
１
人
の

感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
０
８
通
常
国
会
が
17

日
に
召
集
さ
れ
、
６
月
15
日

ま
で
の
１
５
０
日
間
行
わ
れ

ま
す
。
岸
田
首
相
は
施
政
方
針
演
説
で
、
「
新
し
い
資
本
主
義
」
「
新
時

代
リ
ア
リ
ズ
ム
外
交
」
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
検
討

を
改
め
て
表
明
、
改
憲
議
論
へ
の
期
待
を
示
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

は
、
岸
田
政
権
の
最
優
先
の
課
題
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
の
水
際

対
策
で
は
、
米
軍
基
地
が
水
際
対
策
は
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
、
フ
リ
ー
パ
ス
で

「大

穴
」
と
な
っ
て
い
て
、
沖
縄
、
広
島
、
山
口
県
の
米
軍
基
地
の
隊
員
が
感

染
拡
大
の
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
異
常
な
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で

無
責
任
で
す
。

　

ま
た
、
岸
田
首
相
が
言
う

「
新
し
い
資
本
主
義
」
は
、
破
綻
し
た
新
自

由
主
義
を
継
続
の
財
界
応
援
の
政
治
を
ひ
ど
く
す
る
も
の
で
、
「異
常
な
財

界
中
心
」
の
政
治
で
あ
り
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を

「
新
し
い
資
本
主
義
」

と
言
い
換
え
た
だ
け
で
安
倍
・
菅
政
治
と
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

通
常
国
会
で
、
日
本
共
産
党
や
野
党
の
議
員
が
岸
田
政
権
と
論
戦
で
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
参
院
選
で
勝
利
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

私
も
３
月
議
会
で
頑
張
り
ま
す
。

　

１
月
17
日
、
総
務
経
済
委
員
会
が
開
か
れ
、
新
庁
舎

に
活
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
の

資
料
を
求
め
て
い
た
件
で
、
市
か
ら
検
討
し
た
結
果
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
電
気+

地
中
熱
と
電
気+

ガ
ス
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
量
は
下
表
の
通
り
と
な
り
、
差
は
年
間
で
１
２
１
５
kg

（
０
．
３
世
帯
分
）
と
な
り
ま
す
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

村
椿
議
員
は
、
差
が
小
さ
い
こ
と
に
つ
い
て
再
度
質
問
。

市
は
地
中
熱
の
不
凍
液
を
循
環
さ
せ
る
た
め
電
気
が
消

費
さ
れ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
活
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ほ
ぼ
電
気
に
よ

る
も
の
で
、
消
費
量
は
現
在
の
庁
舎
よ
り
68
％
削
減
で

き
る
と
の
こ
と
で
す
。

CO2排出量 ①と②の差
①電気+地中熱 243,159kg/ 年 1,215kg/ 年

0.3 世帯分②電気+ガス 244,374kg/ 年
1世帯あたりのCO2排出量 4500kg/ 年

心
配
な
方
、
無
料
で

　

抗
原
検
査
が
で
き
ま
す

　

市
で
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
市
民

に
無
料
の
抗
原
定
量
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
行
動
歴
に
不
安
が

あ
り
、
感
染
を
心
配
し
て
い
る
方
、
帰
省

な
ど
で
家
族
・
友
人
と
長
時
間
過
ご
し
た

方
、
大
人
数
、
長
時
間
マ
ス
ク
な
し
で
飲

食
し
た
方
な
ど
で
す
。

　

市
は
不
安
の
内
容
を
聞
き
、
相
談
の
上

で
検
査

（
だ
液
に
よ
る
）
を
案
内
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

　

保
健
セ
ン
タ
ー
４
３-

８
４
５
５

　
　
　

ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。


